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補装具外来・ブレースクリニック

社会保険大牟田天領病院

社会保険大牟田天領病院
〒836-8566　大牟田市天領町1丁目100番地

TEL.0944-54-8482

　脳卒中後遺症の歩行障害に対して、発症早期から装具を使用した歩行訓練が

脳卒中ガイドラインで有効とされています。その為、当院に入院された患者様

を対象に入院後早期にブレースカンファレンスを行い、本人様用の装具を作成

するか検討しています。

　また、退院後に身体機能の変化や装具の耐用年数を超えて使用すると、劣化

や破損が生じやすくなります。不適切な状態で装具の使用を続けると、転倒や

皮膚トラブルが発症する恐れがあります。

　その為、補装具外来・ブレースクリニックでは装具に関する専門知識を持っ

たリハビリテーション科医師・技師装具士・理学療法士が中心となり、入院か

ら退院後まで適切な装具フォローアップを行います。

担当医紹介

https://omutatenryo-hp.jp/department-3/rehabilitation

大本 将之

久留米大学医療センター

・日本整形外科学会専門医

・日本リハビリテーション医学会専門医

リハビリテーション科 |  社会保険大牟田天領病院
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